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労働災害の推移（８月末）

食料品製造業の労働災害が増加！！

８月末時点で提出された労働者死傷病報告
（休業４日以上）集計
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食料品製造業で多い災害
・機械による、はさまれ・巻き込まれ災害
・作業床、通路等での転倒災害
・刃物等による切れ・こすれ災害

広島中央労働基準監督署管内の食料
品製造業で労働災害が増加しています。

令和３年は８月末現在で、令和元年
同時期の被災者数と比較して、17人（＋
71％）も増加しています。

裏面の「労働災害防止のポイント」
による取組をお願いします。

災害事例

・水や油で滑りやすい通路、または側溝鉄板の
上を歩行中に転倒した。

・台車に激突して（されて）転倒した。

機械を停止せずに、機械の回転
部や刃部の異物を除去しようとし
て、指や作業服を挟まれた。

材料カット中の刃物や材料の入った一斗
缶の切口などで指を切った。

17人増加

令和３年に発生した41人
事故の型別労働災害発生状況

広島中央労働基準監督署

人数

イラスト出典元
職場のあんぜんサイト（厚生
労働省）

機械災害

転倒災害

切れ、こすれ災害



①経営トップの意向を踏まえた安全衛生方針の作成と従業員への周知
②安全衛生担当者（安全管理者、安全衛生推進者等）の選任と定期的な職場巡視
③安全衛生委員会等（従業員から安全衛生に関する意見を聞く機会）の定期的な開催

労働者の雇入れ時に、災害事例を取り入れた安全衛生教育の実施（従業員に危険な
箇所、危険な物、危険な作業を危険と認識してもらう教育）

①材料、台車等は所定の保管場所に置いて、通路に放置しないようにする。
②床の水たまり、油は、その都度取り除く。
③側溝の鉄板、段差等、転倒の危険箇所には、注意喚起表示する。

①切創防止用手袋の着用
②刃物等の使用する場所に、切創危険の注意喚起表示する。
③刃物は取扱い後、まな板等に放置せず、所定の保管場所に戻す。

①食品包装機械や食品加工用機械等の食品関連機械の回転部や刃部など危険な箇所に
安全カバーを設ける。
②非定常作業（機械のそうじ、異物の除去等）の際は、必ず、機械を停止する。
③非定常作業が発生した場合における作業手順を書面化し、現場に掲示する。

①作業マニュアルの作成（労働災害防止上のポイントも記載したもの）
②パート、アルバイトも参加した安全パトロールやヒヤリハット報告
③安全パトロールやヒヤリハット報告等の情報に基づくリスクアセスメントの実施

※特に太字の箇所の取組をお願いします。

転 倒 災 害 対 策 好 事 例
（あんぜんプロジェクトページ）

労働災害事例は職場のあんぜんサイト

リスクアセスメントの実施支援システム

食料品製造業における労働災害防止のポイント

安全衛生管理体制の整備

安全衛生教育の実施

機械災害の防止

転倒災害の防止

刃物（包丁等）による災害防止

その他の労働災害防止活動

広島中央労働基準監督署（R3.9）


